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日本自動車工業会
二輪車駐車場に関する取り組みについて
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■自工会 市場動向調査 における 二輪駐車場困窮度（駐車で困った割合）の推移
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「駐車で困った経験あり」の割合と販売台数の推移

⚫ 困窮度は2021年にかけて減少傾向だったが、2023年に増加
⚫ 都市部の困窮度(55.5％)は全国(30.0%)の約1.8倍 ※2017~2023年アンケート
⚫ 都市部における原付2種の困窮度(61.6%)は原付１種(36.0%)の約1.7倍で推移

（2017~2023年東京23区 回答）

二輪駐車場についてのユーザー困窮度

東京23区対象

全国対象

(2017~2023集計)

(2017~2023集計)



第１回市街地における自動二輪車等の駐車スペース確保に係る
関係省庁連絡会議（R7.5.12）経産省様 資料より



第１回市街地における自動二輪車等の駐車スペース確保
に係る関係省庁連絡会議（R7.5.12）国交省様資料より
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自工会の取り組みについて

≪過去調査≫

① 2021年度 ：自治体の二輪車駐車場 事例集
② ２０２２年度 ：自治体の二輪車駐車場政策に関する 調査
③ ２０２３/24年度 ：二輪車駐車場 空白地帯 推計（非公開）
④ ２０２５年度 ：2025年 23区二輪車駐車対策 ヒアリングレポート（製作中）

≪過去出席会議・WG≫
■国交省
２０２２年 第３５回 全国駐車場政策担当者会議
２０２３年 まちづくりにおける駐車場政策のあり方検討会 第一回 需給マネジメントＷＧ
２０２４年 まちづくりにおける駐車場政策のあり方検討会 第二回 需給マネジメントＷＧ

■東京都
２０２３～２０２５年 自動二輪駐車対策担当者会議



2021年度：自治体の二輪車駐車場 事例集2021

二輪駐車場整備で特色のある8自治体を取材・紹介

• 仙台市
• 東京都
• 渋谷区
• 町田市
• 名古屋市
• 箕面市
• 神戸市
• 福岡市

≪資料リンク≫
https://www.jama.or.jp/operation/motorcycle/environment/pdf/
JAMA_MCPJ_Complete_M.pdf

https://www.jama.or.jp/operation/motorcycle/environment/pdf/JAMA_MCPJ_Complete_M.pdf
https://www.jama.or.jp/operation/motorcycle/environment/pdf/JAMA_MCPJ_Complete_M.pdf
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渋谷区 ■都市計画駐車場の一部を転用

渋谷区役所前公共地下駐車場：四輪駐車場を転用。定期利用も併設

始発から終電まで利用できる。

区役所新庁舎の建設に伴い駐車場を
移転。中心地でアクセスも良い

ゲート中央に隙間がありそのまま通行できる



2022年度：自治体の二輪車駐車場政策に関する 調査

東京都（区市）および全国の政令指定都市50都市を対象に、
自動二輪車の駐車場政策を 担当する部署にアンケート調査を実施。
アンケート結果と共に各自治体における駐車場の設置に係る条例、
二輪車の駐車場政策の概況まとめた。

■調査対象
東京都の特別区（ 23区 ）
東京都の市 （ 7市 ）※二輪違法駐車取締り件数が多い市
政令指定都市 ( 20市 ）

≪資料リンク≫
https://www.jama.or.jp/operation/motorcycle/environment/pdf/Surv
ey_on_Municipal_Motorcycle_Parking_Policies.pdf

https://www.jama.or.jp/operation/motorcycle/environment/pdf/Survey_on_Municipal_Motorcycle_Parking_Policies.pdf
https://www.jama.or.jp/operation/motorcycle/environment/pdf/Survey_on_Municipal_Motorcycle_Parking_Policies.pdf
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Q. 地域に自動二輪駐車場を増やすためには、どのような要件が満たされることが必要か?

「民間事業者が参入できる採算性が必要」 約54％ が回答
「どこに駐車場が必要か具体的な情報が必要」 約50% が回答
「自動二輪車駐車場を求める住民の声が必要」 約40％ が回答

12

二輪駐車場は増加傾向にあるものの、都市部中心に空白地帯がある状況と想定される。
➢ ランドマーク周辺で駐車場需要が高い地域
➢ 二輪の駐車場が不足している地域
➢ ユーザーの要望が上がっている地域
該当する地域情報を、分かり易く駐車場整備自治体に伝える必要がある。

2022年度：自治体の二輪車駐車場政策に関する 調査

≪調査結果と考察≫



2025年 23区二輪車駐車対策 ヒアリングレポート（製作中）



2025年 23区二輪車駐車対策 ヒアリングレポート（製作中）

●ヒアリング

【二輪車駐車場整備の現況について】
✓ 二輪車の駐車対策に関する条例・要綱の確認
〇違法駐車防止関係
〇駐車場設置関係
〇大型施設への附置義務関係
〇集合住宅への附置義務関係
〇施設整備への助成関係
✓ 二輪車駐車場の整備方針
✓ 原付駐車場の施設数・収容台数
✓ 自動二輪駐車場の施設数・収容台数

【二輪車駐車場整備に関する課題など】
✓ 原付駐車場を新基準原付に適応させることについて
✓ 原付駐車場の対象を原付二種に拡大することについて
✓ 駅周辺に二輪車駐車場を増やすことについて

●情報提供

✓ 二輪車駐車場推計の紹介
✓ 国内二輪車市場の動向（自動二輪の増加）
✓ 二輪車駐車場拡充への理解・協力を要望



2025年 23区二輪車駐車対策 ヒアリングレポート（製作中）

二輪車駐車場整備への課題・困難点

コロナ禍の発生以降、都内では自転車の利用需要が高まって

おり、各区において自転車の駐車対策は優先度が増している。

また、次世代モビリティの可能性が広がり、シェアサイクルの普及

や特定小型原付への対応にも迫られる一方、原付や自動二輪

への課題意識は低下する傾向がある。

各区の実情は自転車駐車場の確保だけでも手いっぱいなとこ

ろに、原付や自動二輪のために新規の駐車場用地を得ることは

たいへん困難であり、行政が対策を担うのでなく、都市開発に     

伴った建築物への附置駐車場を増やすなど、民間活力を誘導し、  

その取り組みに期待するところが大きい。

駐輪場への原付二種受け入れ意向

国交省通知に基づき、原付駐車場に新基準原付を適応させるに
当たり、車格が同等の原付二種まで受け入れを拡大してほしい
との要望を伝えており、各区の意向を尋ねた。

• 自転車条例により自動二輪駐車場の整備を行っている12区
は、原付二種の受け入れにさほど抵抗感はなく、すでに受け
入れ区分がスタンダードになっている区もある。

• 区立駐輪場に原付のみ受け入れているところでも、原付二種
への拡大は検討の余地があるとする区もあり、実現のために
は「住民からの要望の声が必要」、「原付二種の利用ニーズが
高ければ検討できる」、「新規の駐車場に適応させるのが現
実的」といった声があった。

• 現時点で原付二種への受け入れ拡大の意向はないとした区
では、「自転車対策が優先」、「原付・自動二輪の駐車需要が低
い」、「『自転車法』が改正されないと困難」といった意見が上
がった。



2025年 23区二輪車駐車対策 ヒアリングレポート（製作中）

●二輪車駐車場整備に関する課題や意見

・区内において二輪車の放置が少ないため、課題に挙がらない。

・区議会、政党、団体からの要請などは近年とくにない。

・区民から二輪車駐車場がほしいという声がない。

・駐輪場に自動二輪を受け入れたいが、騒音や利用マナーへの住民苦情が多く、踏み切れない。

・『自転車法』が変われば条例も従う（対象に原付二種を含めることについて）。

・自転車条例の対象を自動二輪に拡大したら、自動二輪の放置車両も撤去しなければならない。

・区の条例を改正することで自動二輪に対応できるというなら、国は『自転車法』や『駐車場法』の標準条例を自

動二輪に配慮したものに改めてほしい。そうすれば多くの自治体が追従する。

・路上自動二輪駐車場の設置を検討しても、国道や都道の占用許可を得るのが難しい。

・国や東京都が二輪車駐車場の整備を区に呼びかけるより、道路管理者として国道や都道を活用して自ら整備

することも検討してはどうか。
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地方公共団体と連携して実施した取り組み

8月19日はバイクの日 イベント

例年、東京都様がブース出展、駐車場MAPを配布し周知活動を実施。
ステージイベントでは小池都知事ビデオメッセージとして
安全運転、二輪駐車場整備の状況を解説。

MOTOINFO 自工会オウンドメディア
自治体の駐車場の取り組みや新規駐車場を紹介



地方公共団体と連携して実施した取り組み

過去の開催都市

第１回 鈴鹿 第７回 やまなし

第２回 浜松 第８回 中止※コロナ禍

第３回 熊本 第９回 オンライン

第４回 兵庫 第１０回 大分・日田

第５回 群馬・前橋 第１１回 静岡・浜松

第６回 岩手・一関 第１２回 南国みやざき

https://www.bikeloveforum.jp/roadmap2020/event/11/
https://www.bikeloveforum.jp/roadmap2020/event/1792/
https://www.bikeloveforum.jp/roadmap2020/event/53/
https://www.bikeloveforum.jp/roadmap2020/event/54/
https://www.bikeloveforum.jp/event/2021/11/25/337/
https://www.bikeloveforum.jp/roadmap2020/event/616/
https://www.bikeloveforum.jp/event/2022/09/09/589/
https://www.bikeloveforum.jp/roadmap2020/event/975/
https://www.bikeloveforum.jp/event/2023/09/20/895/
https://www.bikeloveforum.jp/roadmap2020/event/1444/
https://www.bikeloveforum.jp/event/2024/10/09/1197/
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現行の総排気量 50cc 超 125cc 以下の原動機の最高出力を、総排気量 50cc の原動機相当

（4.0kW）に制御することにより、現行原付と同等程度に性能を抑えた二輪車（以下「新基準原

付」という。）を一般原動機付自転車とする法改正が実施されました。

原付は通勤・通学、用足しなど、自宅から最寄り駅までの端末交通機関として広く利用されてお

り、全国の鉄道駅周辺には「自転車等駐車場」の名称で自転車のほかに50cc原付に限り収容可能な

駐車場が多く整備されています。

新基準原付が「自転車等駐車場」でスムーズに受け入れられるよう、対応を頂くと共に、合わせ

て同車格サイズで、駐車場が不足している現行の原付二種(125ccクラス)についても、受け入れのご

検討をよろしくお願い致します。

二輪車車両区分見直しについて

https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001843184.pdf

《ご参考》 国都街 第89号:道路交通法施行規則の一部を改正する内閣府令等の施行に伴う駐車環境の整備に
             向けた取組の推進について

https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001843184.pdf
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